




宮城県からの政府関係機関の地方移転提案①
移転提案誘致機関

環境調査研修所（埼玉県所沢市）
我が国の環境保全に係わる人材育成の中核的機関として、環境行政に従事する国・地
方公共団体の担当職員等の能力の開発、資質の向上を図るため各種の環境保全に関
する研修を実施。

⇒環境保全等の環境分野に係る最先端の情報・人材との連携を期待

誘致予定地 大崎市岩出山地域
大崎市は人口約13万5,000人の宮城県内第３の都

市で、東西に約80kmの長さを持ち、奥羽山脈から江

合川と鳴瀬川の豊かな流れによって形成された、広
大で肥沃な平野「大崎耕土」を有する四季折々の食
材と天然資源、そして地域文化の宝庫。

優位性
• 宮城県は、「人と自然が調和した美しく安全な県土と環境づくり」の実現に向けて、必要な施策の財源

確保のため、「みやぎ環境税」や「産業廃棄物税」を導入し、環境保全に対する県民の意識醸成、持続
可能な循環型社会の形成を図ってきた。

• 奥羽山脈から水田地帯までの里地里山に加え、２つのラムサール条約登録湿地（蕪栗沼・周辺水田、
化女沼）が所在し、湿地の保全ととともに、「ふゆみずたんぼ」やエコツーリズム等の分野における多様
な推進主体が連携し、国内外に「自然と共生した地域づくりモデル」として紹介されている。

• 廃食用油の市民回収によるバイオディーゼル化や、農業用水路等を活用したマイクロ水力発電、木質
バイオマスの利活用など、地域資源の有効活用による地域経済循環施策を積極的に推進しており、当
該機関の誘致により、環境教育の推進など住民の更なる環境保全に対する意識の向上やNPO等の地

元関係団体との連携、また各分野第一線の講師陣の来所機会を捉えた連携の可能性など、様々な相
乗効果が期待される。

（交通アクセス）
「東京駅」～「古川駅」 JR東北新幹線 約2時間
「古川駅」～「岩出山駅」 JR陸羽東線 約20分
「岩出山駅」～「誘致先の予定地」 徒歩 約10分

環境調査研修所HPより

受け入れ施設 大崎市岩出山総合支所庁舎
（住所）宮城県大崎市岩出山字船場21番地
（建物）2F(1,653㎡），3F（1,121㎡）部分 計2,774㎡
（土地）庁舎敷地24,938㎡及び隣接する更地1632㎡ 計26,570㎡
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宮城県からの政府関係機関の地方移転提案②
移転提案誘致機関

（国研）水産総合研究センター 開発調査センター（神奈川県横浜市）
水産に関する技術の向上に寄与することを目的として、国が定める「海洋水産資源の開発及び利用の合理化を図
るための基本方針」に基づき海洋水産資源の開発及び利用の合理化のため、民間の漁船を用船して実際の操業
や販売を行う実証調査等を実施

⇒移転提案により水産県みやぎのポテンシャルの向上と、震災復興に寄与

誘致予定地 気仙沼市
気仙沼市は、人口６万７千人の宮城県内第６の都市

で、宮城県の北東端に位置し、東は太平洋に面し、南
は宮城県本吉郡南三陸町、西は岩手県一関市及び宮
城県登米市、北は岩手県陸前高田市に接している。
半島や複雑な入り江など、変化に富んだリアス式

海岸を形成し、気仙沼湾は、湾口に大島を抱き、四季
静穏な天然の良港となっている。

優位性
• 宮城県は、刺網・定置網・小型底びき網などの沿岸漁業、さらには、まき網・沖合底びき網・まぐろ延縄・さ

んま棒受網漁業といった沖合・遠洋漁業がバランス良く行われている。

• これだけ多種多様な漁業が行われているのは、他都道府県には見られない特徴であり、効率的な調査研
究が可能で、全国への波及効果も期待できる。

• 我が県としても、水産試験場（気仙沼市に復旧中、来年以降本格稼働予定）においては、沿岸域を中心と
した調査研究を現在行っており、当該機関の移転により、両機関の連携を深めることで、沖合域を含めた
対応が可能となることから、研究面での相乗効果、研究成果の普及も大きく期待できる。

• 当該機関のツールである船舶を身近に係留し必要な修繕を行うことが可能であるほか、研究機材となる漁
具・船具の調達や加工も容易であり、船の運航に必要な氷や燃油、漁船員などの確保に至るまでのバック
アップ体制が整っている。

• 更には多くの経験と知識を持った熟練の漁労従事者・OB群がおり、研究の上では貴重な情報源となる。

• 漁獲物が大量に水揚げ・加工されることを現場で確認できることは机上・サンプル主体の調査研究に比し、
格段に高い研究成果や実効ある調査結果の定着が期待でき、また、必要に応じ水産総合研究センター内
の他機関からの依頼にも機動的に対応可能である。

（交通アクセス）
「東京駅」－「一ノ関駅」 ＪＲ東北新幹線 約２時間
「一ノ関駅」－「気仙沼駅」 ＪＲ大船渡線 約1時間15分
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大崎市岩出山地区「有備館」付近
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受け入れ施設
案１ （住所）気仙沼市魚浜町11‐2(気仙沼駅より約2.7km)

（建物）気仙沼市水産研修センター（従前の延床面積528㎡）
（土地）敷地面積1,653㎡

案２ （住所）気仙沼市朝日町1‐2(気仙沼駅より約4.1km)
（建物）気仙沼合同庁舎（第２管区海上保安本部所有 RC5階建

てのうち、2F（440㎡）、3F（440㎡）部分 計880㎡）
（土地）敷地面積2,072㎡
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